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学
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約
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名

�月
刊
「
留
学
交
流
」
の

発
行
に
つ
い
て

月
刊
「
留
学
交
流
」
は
、
大
学
そ
の
他
の
教
育
機
関
で
、
留
学
生
の

受
入
れ
・
派
遣
の
事
務
や
教
育
指
導
に
あ
た
る
方
々
に
必
要
な
情
報
や
資

料
を
豊
富
に
集
め
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

大
学
等
の
機
関
、
地
方
自
治
体
の
国
際
交
流
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、

ま
た
は
個
人
で
も
ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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�「
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た

本
機
構
近
畿
支
部
大
阪
事
務
所
で
は
、
千
里
国
際
友
好
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
平
成
二
〇
年
九
月
四
日
（
木
曜
日
）
午
後
七
時
半
か
ら
、
大

阪
第
一
国
際
交
流
会
館
で
、
千
里
国
際
友
好
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
毎
週
木
曜
日
に
千
里
国
際
友
好
会
の
皆
さ
ん
が
実
施
さ
れ
て
い
る
日

本
語
会
話
教
室
｢レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
｣の
半
年
毎
の
｢
卒
業
｣パ
ー
テ
ィ
で
す
。

お
茶
で
の
乾
杯
に
引
き
続
き
、
生
徒
で
あ
る
留
学
生
が
こ
の
半
年
間
の
授

業
の
卒
業
発
表
と
し
て
、
日
本
語
で
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
ど

の
留
学
生
も
最
後
に
は
先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
、

楽
し
か
っ

た
授
業
を
思
い
返
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
の
他
、
日
頃
か
ら
留
学
生
支
援
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
千
里
国
際
友
好
会
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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機 構 だ よ り

歓談の様子

スピーチをする留学生


